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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､生体肺移植の術前にドナーとレシピエントの呼吸機能のマッチングを正確
に行 うことが､移植術の試行時期の決定や予後予測に重雫であることから､従来法と今回
新たに行った CTボリュームメ トリー による方法とを後方視的に検討した｡52人の ドナ
ーを対象に行った結果､CTボリュームメ トリー と従来法との間には有意な相関関係を認
めているDさらに術後 6ケ月の予測努力肺活量 (PFVC)は従来法によるpFVCとCTボ
リュームメトリー によるpFVCともに患者のFVC]によく相関していた｡これらの結果は､
CTボリュームメトリー 法が生体肺移植の術後肺機能の予測に有用なことを新たに見出し
たものである｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
